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研究成果の概要（和文）：本研究は、戦後における部落問題のありようを、部落問題を主題とし

て戦後に製作・上映された映画作品を用いて明らかにした。取りあげた作品は、「破戒」、「人間

みな兄弟」、「橋のない川」、「人間の街」、「家族」である。それぞれの映画をめぐって展開され

た論争や批判のなかに、部落解放運動や同和行政などをとりまく矛盾が投影されており、大衆

的基盤をもつ映画を取りあげることで、これまでの運動史や政策史では見えなかった問題を浮

き彫りにすることが可能となる。被差別部落の自画像と他者像の相克に視点を当てながら、

1945 年から現在までを見通して論じた。 

 
研究成果の概要（英文）：This study was done to discuss about Buraku Problem by the 
analysis of movies after World War Ⅱwhich described Buraku Problem. Their titles 
are ‘Hakai’, ‘Ningen Mina Kyodai’, ‘Hashi no nai Kawa’, ‘Ningen no Machi’ and 
‘Kazoku’. All the movies include many themes about discrimination against the people 
in Buraku and they caused a lot of arguments in the society. Those arguments reflect 
the inconsistencies or problems of the movement of releasing the discriminated 
Buraku people and the governmental policy of Buraku Problem. I could make the 
reason why there was discrimination against Buraku better and more clearly by 
analyzing those movies than the studies on the movement or the policy before. This 
study also discussed the difference between the self image and outsider ’s image of the 
discriminated Buraku from 1945 till now. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

 部落問題研究、とりわけ戦後の部落史につ
いては、イデオロギーが先行し、研究に値す

るものがほとんど存在しなかった。その問題
を克服して、戦後の部落問題のありようをで
きるだけ等身大に捉えるには、運動史や政策
史の枠組を超えた手法が求められている。被
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差別部落内外の大衆に広く観られた部落問
題を主題とする映画作品の各々をめぐる論
争を追うことにより、そこに表現されている
部落問題の矛盾を読み解くことができると
考えた。 

 

 

２．研究の目的 

 

(1)それぞれの作品は、それが製作された時点
の部落問題のありようを反映していること
から、作品の分析をとおして、戦後部落史を
考察する際に重要と思われる時期を照射す
ることである。政治と一定の距離のある映画
という芸術作品をとおしてこそ見えてくる
側面があるのではないかと考えている。 
(2)映画という手段で部落問題を表現するこ
とについての、本書でとりあげるそれぞれの
時期における受け止め方の相違の問題を明
らかにすることである。 
(3)各々の時期の、自画像と他者像の相克の変
遷を追うことである。 
 この三つの問題は、それぞれが常に同じ比
重で各時期に存在していたのではなく、その
うちのいずれが主要な問題として現れるか
は時期によって異なっており、すべてが争点
化する場合もあれば、内在してはいても問題
として表面に表れない場合もありうる。 
 第三者がつくり出した映画による部落像
／部落民像をとおして、問題を浮かび上がら
せ、そこから、運動や政策の足跡を記した文
字史料では迫りえない局面を描き出すこと
を目的としており、また人種主義という視点
を入れることにより、他のマイノリティとの
比較を行うものである。 

 

 

３．研究の方法 

 

映画を主たる資料として戦後史を描くと
いう新しいこころみを行った。ただし映像だ
けの分析に終始するのではなく、映画の制作
にいたるまでの議論や公開後の受け止めら
れ方、当該時期の被差別部落の実態などを示
す文献史料も用いた。また、「人間の街」に
ついては、その舞台の一つとなった松原市に
出掛けて、被差別当事者である出演者にイン
タビューを行い、現在から照射するという方
法を採用した。 

 
 
４．研究成果 
 
 取りあげた映画作品は、「破戒」（監督 木
下惠介 1948 年、監督 市川崑 1962 年）、
「人間みな兄弟―部落差別の記録―」（監督 
亀井文夫 1960 年）、「橋のない川」（監督 今

井正 1969・70年、監督 東陽一 1991年）、
「人間の街―大阪・被差別部落―」（監督 小
池征人 1986 年）、「家族―部落差別を生き
る―」（監督 小池征人 1988 年）の 5 本で
ある。 

 分析結果は以下のとおりである。 
「破戒」木下惠介作品が上映されてから市

川崑作品までの十数年間、部落差別はそれほ
ど容易に消え失せるものではないことが誰
の目にも明らかになったがゆえに、市川作品
は、現実に展開されている部落解放運動を意
識しつつ、差別からの解放への展望を示唆し
ながらも、社会的差別がいかに執拗であるか
を強く訴える作品となった。 
 市川作品が「身の素姓」をキーワードに社
会的差別との対決に挑んだ作品であるとす
れば、ほぼ同時期につくられた「人間みな兄
弟」は、国家権力との対決を全面的に意識し、
差別の徴表が刻印されることをも辞さず、
high  class の「新平民」が主人公であった
「破戒」にはなかった、資本主義のもとでの
被差別部落の貧困の問題を柱にしながら、部
落差別の深刻さを訴えたのであった。 
つづく「橋のない川」今井作品では、部落

解放運動の成長と成熟を背景にそのなかで
路線の対立も生まれ、差別の苛酷さを世に問
うための戦略をめぐる論争が展開されるこ
ととなった。まだ同和対策事業特別措置法が
制定されたばかりの当該時期にあっては、
「人間の街」や「家族」の段階とは異なり、
部落差別の深刻さを押し出すこと以外の自
己表象はありえないということについてほ
ぼ議論の余地はなかった。ただし、その際に
映像をつうじて発信される部落の実態は、差
別の結果生み出されたものにほかならなか
った。しかしながら、「人間みな兄弟」でも
同様の議論があったように、差別の結果であ
るはずのそれが、被差別部落の徴表として差
別を再生産することになるかもしれない、そ
の危うさをもあえて引き受けてそれを押し
出すのか、それともそれは回避すべきなのか
の対立が、鋭角的に表われることになったの
である。 
 もはやその論争を再燃させる土壌はなく
なったといえよう。しかし、「人間の街」や
「家族」、あるいは『差別をこえて』や『被
差別部落の青春』にもみられる、差別が今な
お深刻であることの告発と、「部落の誇り」
の主張との混在は、ある種、その議論の延長
線上にある問題だといってよいのかもしれ
ない。 
 すでに述べてきたことの繰り返しになる
が、むろん私も、誇りうる部落の文化や運動
を知ることが、「身の素性」の壁を揺さぶる
ための力の一部となりえているであろうこ
とは否定しない。しかし、「身の素性」の壁
を突き崩すためには別途闘いの方法が必要



 

 

であり、それはまず優れて〝近代〟の問題と
して我々の前にあるだろう。そしてその必要
性は、いまだ失われていないと考えている。 
 一方、「人間の街」上映の二年後、「家族」
上映の年、部落解放同盟は、反差別国際連帯
を掲げて反差別国際運動（ＩＭＡＤＲ）を組
織した。そして部落問題研究もまた、〝外〟
から問いを投げかけられ、アジア侵略への荷
担の点検を迫られてきた。金静美は、松本治
一郎ら全国水平社の指導者たちがアジアへ
の侵略戦争に荷担したことを指摘し、ほぼ同
時期に、尹健次は、「日本国民」という概念
に自足して部落の歴史を描き続けることは、
日本社会が抱えている部落差別以外の差別
問題への視野の欠落であり、自らを「絶対的
な被差別者」と見なすことにほかならないこ
とを突きつけた。 
 「人間の街」にも登場した大阪人権博物館
が、その後リニューアルを重ねるなかで、
1006 年 12 月からスタートした常設展示「差
別を受けている人の主張と活動」では、被差
別部落の展示の比重が小さくなり、多様なマ
イノリティに視点が及ぶにいたったのも、そ
うした状況の反映にほかならない。 
  それらのマイノリティと同じ土俵に部落
問題を押し出すにあたり、今一度、被差別部
落がどのように描かれ、部落問題がどのよう
にとらえられてきたのかを、戦後史のなかで
振り返るべく行われた研究である。 
 本研究は、すでに岩波書店から『描かれた
被差別部落』と題して 2011 年 4 月に出版さ
れ、新しい研究の境地を切り開いたものとし
て評価されつつある。 
 同書の目次を揚げておく。 
 
序章 映画の中から浮かび上がる戦後部落
問題 
第 1章 封建時代の亡霊／のしかかる「身の
素性」―「破戒」二つの映画作品から― 
 はじめに 
 １ 小説のなかの「破戒」 
 ２ 映画化・演劇化への期待 
 ３ 「民主化」のなかの「封建時代の亡霊」 
 ４ たちはだかる「身の素性」 
 おわりに 
第2章 国策樹立のなかの自画像と他者像

―「人間みな兄弟 部落差別の記
録」― 

 はじめに 
 １ 記録映画を製作する―「正しさ」の追

求 
 ２ 映像を振り返る 
 ３ 部落問題を映像にすること 
 ４ 「みじめさ」を映し出すこと 
 おわりに―当事者の語り 
第3章 衝突する自画像と他者像―「橋のな

い川」  

 はじめに 
 １ 嵐のなかの船出 
 ２ 権力との対峙―天皇制・警察・教師・

地主 
 ３ 部落民の徴表―匂い・身体・人種 
 ４ 部落問題・部落民の表象―東作品と重

ね合わせながら 
 おわりに 
第 4 章 被差別部落の自画像～今へ―「人 

間の街―大阪・被差別部落」／「家族―
部落差別を生きる」― 

 はじめに 
 １ 「部落民の誇り」という自画像 
 ２ 自画像をめぐるジレンマ 
 ３ 突き出される結婚差別問題 
 おわりに 
終章 今、問われていること 
あとがき 
索引 
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